
小坂小学校・小野小学校 学用品等比較表 

項目 小坂小学校 小野小学校 

制服 制服なし（活動しやすく華美にならない服装） 制服なし（動きやすいもの） 

通学靴（下靴） 指定なし 指定なし（運動がしやすい靴） 

制帽 黄帽子（出石ライオンズクラブ寄贈） 黄帽子（出石ライオンズクラブ寄贈） 

上靴 白のⅤシューズ 白のⅤシューズ（ゴム部分の色指定なし） 

体操服 

半袖シャツ・ハーフパンツ（男女兼用）、赤白帽 

袋（35×27㎝） 

半袖シャツ・ハーフパンツ（男女兼用）、赤白帽（日よけ付

のものでも可）、袋（30×25㎝） 

 

購入店、メーカーは同じで、違いは襟とハーフパンツの色が異なるのみ （小坂小：濃い青、小野小：明るい青）。ゼッケン等の貼付も

なし。令和７年度は両校とも従来どおりとし、買い替えのタイミングで小坂小のものに統一する方針とする。 

ランドセル 
指定なし（使いやすくて丈夫なもの） 指定なし（丈夫なもの） 

※お守り、熊よけ鈴以外は付けない 

傘 黄色 黄色２本（通学用と置き傘用） 

筆箱 
使いやすくて丈夫なもの（カンペン不可） 

黒鉛筆４本（２Ｂ）、赤鉛筆１本、消しゴム白 

無地、箱型（缶や袋式のものは不可） 

黒鉛筆５本（２Ｂ）、赤鉛筆１本、消しゴム白 

下敷き Ｂ５サイズ Ｂ５サイズ、無地 

色鉛筆 12色セット（こども園卒園祝品） 12色セット 

道具類 

粘土、粘土板、へら、粘土ケース、はさみ、糊、クレパス、

とび縄、サインペン、袋（25×18㎝） 

※こども園で使用していたもの 

粘土、粘土板、へら、粘土ケース、はさみ、糊、クレパス、 

とび縄、サインペン、道具かご（ロッカー用） 

※こども園で使用していたもの 

資料２ 



項目 小坂小学校 小野小学校 

エプロン袋 エプロン、三角巾、袋（35×27㎝） エプロン、帽子、マスク、袋（30×25㎝） 

給食袋 マスク、バット敷（35×30㎝）、箸、箸箱、袋（20×20㎝） ナフキン（23×33㎝）、箸、箸箱、ミニタオル、袋（20×20

㎝） 

歯磨き袋 歯ブラシ、コップ、歯磨き粉、袋（20㎝×20㎝） 歯ブラシ、コップ、歯磨き粉、袋（20×20㎝） 

雑巾 ２枚（記名あり、記名なし） ２枚（記名あり、記名なし） 

座布団 

防災頭巾 

防災頭巾座布団（35×35㎝） 

（手作り・購入どちらでも可） 

35×35㎝、ゴム紐付き 

防災頭巾は防犯協会小野支部から寄贈 

小坂小は座布団兼用で保護者が準備（手作り又は購入）、小野小は座布団とは別に防犯協会小野支部から防災頭巾が寄贈されている。

防犯協会小坂支部に、防災頭巾の寄贈について相談する。※小学校統合後も、防犯協会は統合しない想定。 

音楽バッグ Ａ４ファイルが入る大きさ ※絵本袋でも可 手提げ袋（30×40㎝）※絵本袋でも可 

★名札 

学校から配布（学年ごとに色分け：６色） 学校から配布（全学年：白） 

表記はどちらもフルネームで、小坂小は学年ごとに６色、小野小は全学年白色。学年費の残で購入し、小坂小のものに統一する方針

とする。 

★防犯ブザー 市教委からの記念品 市教委からの記念品 

★熊よけ鈴  学校から貸与 

★教科書 学校から配布 学校から配布 

★ノート類 学校から配布 学校から配布 

★机用引出し 

学校から配布 学校から配布（破損時は弁償） 

小坂小と小野小で児童机・椅子の規格が異なる。小坂小の机に小野小の引出しが使えるかどうか、サイズを確認する。また、統合に

あたり机・椅子の過不足や、必要に応じて追加購入（又は小野小から搬送）が必要かどうかも確認する。小野小の机・椅子を使用す

る場合は、混在しないよう学年ごとで分ける。 

★連絡帳（袋） 学校から配布 学校から配布 

★鍵盤ハーモニカ 

吹口のみ、後日購入希望とりまとめ 

（本体は学校のものを使用） 

後日購入希望とりまとめ 

（本体は兄弟姉妹で兼用可） 

小野小は本体・吹口とも個人購入。小坂小は吹口のみ個人購入で本体は学校備品を貸出しているが、衛生面が気になるため、本体も

個人購入とする方が良いという意見を教職員から聞いている。統合までに相談・調整する。 



項目 小坂小学校 小野小学校 

★絵の具セット 後日購入希望とりまとめ 後日購入希望とりまとめ 

★画板 

学校から配布 学校のものを使用 

小野小は学校備品を貸出し。小坂小は個人購入。出石中では画板を使わない（学校備品の貸出しで対応）と聞いているので、今後は

学校備品の貸出しで対応するかどうか、統合までに相談・調整する。 

★算数セット 

入学説明会で購入希望とりまとめ 入学説明会で購入希望とりまとめ 

両校ともに個人購入だが、内容が異なる。小坂小はフルセットだが、小野小は必要最小限（３～４品）のみ。令和７年度から、小坂

小も必要最小限を保護者購入とし、それ以外は学校備品の貸出しで対応する方向で相談する。 

 


